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■はじめに

本研究室では、経済活動の空間的集積現象を説明できる経

済理論を発展させるとともに、この理論に基づく新たな政策

評価手法を開発するための研究を行っています。これらの研

究を通じて、大都市への人口集積メカニズムの理解を深める

と同時に、多様な都市・地域政策や交通分野の技術革新の長

期的な効果の空間分布（どこに、どの程度の影響が生じるの

か）を把握するための手法の整備を進めています。 

今回、貴重な機会を頂いたので、我々の主要な研究を紹介

させていただきます。おそらく殆どの方にとって、我々の研

究は聞き慣れないものかと思うので、モチベーションを中心

に説明いたします。より詳しい内容については、研究室

website を見ていただけると幸いです。 

■経済集積メカニズムを考慮した政策評価手法の開発

社会基盤整備に代表される公共事業を適切かつ効果的に実

施するためには、政策形成（企画立案・決定）段階におい

て、その長期的・広域的な経済効果を可能な限り正確かつ客

観的に把握する必要があります。そこで、今日まで、多様な

政策の影響を予測・評価するための経済モデルに関する研究

が膨大に蓄積されてきました。そして、その結果、空間的応

用一般均衡モデルや応用都市経済モデル等を利用した政策評

価手法が確立し、実務でも利用されるようになっています。

しかし、これらの手法には、いまだ幾つかの課題が残されて

います。なかでも重要な課題の一つに「経済活動が空間的に

集積するメカニズムを考慮していない（e.g., 東京一極集中の

進展などの重要な現象を再現できない：右図）」点がありま

す。この課題は、政策実施に伴い、長期間に渡って発現する

（直接的・間接的な）効果の予測・評価を困難にする大きな

原因となってしまっています。 

我々の研究室では、この課題を解決するために、経済活動

の空間的集積メカニズムを考慮した政策評価手法を開発して

います。この目的を達成するためには、最先端の経済理論の

応用、高度な数理・統計解析技術が不可欠となることから、

経済学・応用数学・統計学の専門者や実務家と連携して、研

究を進めています。 

■交通混雑・渋滞の緩和が都市空間構造に与える影響

数多くの研究・観測により、“交通”と“都市空間構造”に

は、相互に密接な関係が存在することが示されています。実

際、交通混雑・渋滞の緩和は、単に交通の利便性を向上させ

るだけでなく施設立地の利便性をも変化させることから、長

期的にはオフィスや住宅の立地パターン（都市の空間構造）

の変化をもたらします。また、その結果として形成される新

たな都市空間構造は、従来とは異なる交通状態（交通の起終

点・需要量）を実現させます。したがって、交通混雑/渋滞対

策の長期的影響を把握するためには、交通側だけでなく都市

空間構造側の影響も同時に調べておかなければなりません。

しかし、これまで“交通”と“都市空間構造”の研究の多く

は独立に進められてきています。そのため、次世代型の交通

手段や交通需要マネジメント施策が都市空間構造に与える影

響を適切に把握することが困難となっています。 

我々の研究室では、“交通”と“都市空間構造”との間に働

く相互作用を考慮した経済モデルに関する研究を進め、交通

分野の技術革新・交通需要マネジメント施策が都市空間構造

に与える影響を適切に予測・評価するための理論的基盤を整

備しています。 
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